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。了䤔くださいׇ״׋しに、仕様を㚺催する場合がありますので、あらかם⼔◀
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� 電澷䋰⯆䐒嚀能♀き泸ؙؾ㏆力センサ

䎎炘エジؘؠタ/真空⮉䬵弁に䯋鬼

MC22 MPV3 MC72 MC10MPV3 MC10

㏆ⱱセンサに　洠狜氦榟/滭㙗榫꧅澷䋰⯆䐒嚀耆　؅䯋鬼
꧅澷䋰⯆䐒ؠؘةؙךタס　ؙؓ寕鞝ꄈ؅⯡峎
⛼タ؅癨ⶡ䳩ؠؘةؙ　泸鿥稗　ךٜهーآタؠؾؤ�.

警告辐炐/セؠشٞؔطٖٛ؞嚀耆ס⩗㲔

ース⪌ⱱյ/1//1/1⭳ⱱֿ⮉䬵⺎耆にخ/ؠンب
ーٜٖؓؼくٛ׌׷使い׽׻䬵䓪յ◍סכ���-74.

0--JnL☼喋؅ٚؕンوشػ

（غ⻸浓ٓー）غーٓؾ泸ؙّفンؤ

泸鿥稗

Ζ

Η

Ι

Ζ吸着/破壊指令信号のONで真空氦榟電磁弁を開きثؿル׫圧
竊エؓを供給し真空を氦榟させます。

Η設定真空圧力の⮼達で真空氦榟電磁弁をꝥثؿ、׋ル׫の供
給エؓを鹃了してエジؘؠタのエؓ寕鞝ꄈを⯡峎します。

Θ吸着時、真空庀れで真空圧力が低下し真空圧力下꡾値に鳠る
と真空氦榟電磁弁を開け設定真空圧力値まで上伭させます。

Ι吸着/破壊指令信号がOFFにםると真空破壊電磁弁を開き、エ
ジؘؠタの真空⹾から圧竊空気が䷑出されワーؠを碛企くリ
リーتさせる׆とができます。

注）洠狜氦榟電澷䋰؅䅻侇0Nにす׾⻸浓ֵٓ׵غ٭ります。
。ַ׈דօ؅ׇ澬鏀ׂغ٭のք⺨牊⻸浓ٓءタٞ؜　　

Θ

洠狜㏆ⱱ
❠礡ؙؓ

＋

－

⻸浓�滭㙗
䧗♐⟓⺘ OFF

ON

OFF
ON

OFF
ON

OFF
ON

真空滭㙗
꧅澷䋰
真空発生
꧅澷䋰

真空圧力下꡾値

設定真空圧力

⻸浓�滭㙗
確認⭳ⱱ

꧅澷䋰⯆䐒ך
ؙؓ寕鞝ꄈ؅⯡峎

⻸浓/滭㙗䧗♐⟓⺘ؠؘةؙךײסタ؅냕Ⲗ曍に⯆䐒׌ױ׀ך

꧅澷䋰⯆䐒嚀耆ס׊ם寕鞝ؙؓ
.74-���

真空氦榟電磁弁娆榫⪌出力
（PLCלם）

真空破壊電磁弁

鴫塛弁
ルثؿ

供礡⹾

䪶気⹾

⻸鱮⹾

電磁弁
制御機能

圧力
センサ

PLC׫の⪌出力鿥稗は、.ؤ�ネؠタآーهル１儖（菅）のײで、真空氦榟電磁弁、真空破壊電磁弁׫の鿥稗が┘釐にםります。
逷糋の省ًتーت⴫、PLC׫の靷蕔の低峎、電気鿥稗の䄄丗⯡峎ができます。

吸着قッドのⱹ⴫による⮼達真空圧力（مーؠ値）の低下׷
。による真空/破壊⮼達時間の遅延を閛⼔表示（点滅）しますלם樟擻׷ルタの泘鎅まりؔن
エジؘؠタのٌُؼールドタイوで、לの機牊が┘⪮合かを泘視で確認する׆とができます。

䙫㍲しםい䫘鉴׷作哅縖の間鷿いによるٍタン䳩作を扛Ⲗにできます。
■キーを押しםがらӧキーを押す◄でロッؠ/鉮ꢜを⮉䬵できます。

ートًٝ؛タ؅ؠؘةؙך┕1$
٬各牊設定㚺催（ًٝ؛ー٘بン、Ꞽ値璡չ）
٬真空/破壊電磁弁のON/OFF䳩作
٬ゼロリセット
٬設定䗯㕔の保㰆、مؤー
٬エジؘؠタの状態、閛⼔をPC上で確認
٬ٍタン䳩作┘釐で手の㷐かםい⠕䢥׫の設糋

0%%ؒنイٜは当社WEBサイト׻り
。ַ׈דׂיしغ٭ンٞؗر
IUUQT���DPOWVN�DP�KQ

真空発生用
꧅澷䋰

真空滭㙗用
꧅澷䋰 .74�

ットؼタٗؠؘةؙ

真空発生用
꧅澷䋰

真空滭㙗用
꧅澷䋰

⻸浓�真空滭㙗
確認用センサ

ットؼタٗؠؘةؙ

䏼来配稗儖 .74�使用配稗儖

VAC

OUT

kPa VAC

OUT

kPaVAC

OUT

kPa

⮼達真空圧力低下 真空⮼達時間遅延 破壊⮼達時間遅延

VAC

OUT

kPa

ٍタン䳩作扛Ⲗ（ロッؠ）

┕⺸ク䚉شボタンでクّٛإ
操作し׷すׂ䷉ャしました

セْءント-E%で⨣׿た釱鏀䓪
-$%邮׻り׵釱ꄇ鉈に⨣׿ます

クタؾؤ�.׋⺱כ����74.
でⳂ作しますٜه٭آ 設定で辐炐⹚鬇が可能に

┕┖؅妳に׍׎設糋できます

シンクت٭خ�入力、NPN�PNP出力が切換可能に
嚀㉺に⺬י׎؂ボタンの設定変更で㵚䑴できます

電澷䋰䫘禈榫ؾؤクタ注１）

.74-���

嫰１）.VS-���で✳榫していたエジؘؠタ電磁弁䫘続榫آーهルは◍䬵䓪がありませんので、
　　　◫䬵する場合は؜タロءのքエジؘؠタ電磁弁䫘続榫آーهルօをֽ鞙い姲״ください。
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.74-���-
䯋鬼エジؘؠタ

洠狜⻸浓䯈鴜逷糋/ٍٞشト

1$
0--*/,

マスタ

O-LIN,㵚䑴
センサ/تイッز

娆榫センサ
زイッت

娆榫
エータٖزؠؓ

1-$

O-LIN,㵚䑴
エータٖزؠؓ

電磁弁制御機能付省エネ圧力センサ
MVS-202

電磁弁制御機能付き省エネ圧力センサ電磁弁制御機能付き省エネ圧力センサ
MVS-202series
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� 電澷䋰⯆䐒嚀能♀き泸ؙؾ㏆力センサ

䎬䌋樑⺘

ٜهーآタ꧅澷䋰䫘禈榫ؠؘةؙ

Ζ Η
.74-���- & -$

⟊㱤鼧⿁䎬䌋樑⺘

➀入⭳ⱱ仕様注１）

& 娆榫⪌出力
 O-Link

注１）娆榫入出力、*0�-JOLの切換はできま׎؆。

➁.ؠؾؤタآーه （ٜN）
$ 付㷯

Ζ Η
.$�� -$���
➀対䑴ؙؠؘةタ

.$�� .C��、.C��榫

.$� .C�榫

.17 .PV�榫嫰２）

注２）.P7� は䯋鬼し׾ַי電澷䋰が樟なりؾؤクタ
　　　䎬敯が鷿ֹた״☽嚀牊כ◍換䓪がֵりま׎؆

タ供礡空気孱饟敯䛜ؠؘةؙ➁
扛鋗⺘ 常時ꝥ、常時開

-8 自䄕保持

��������� .74-���-&-$
$0%& 䎬䌋樑⺘

.74-���--$���������

儖体質ꄈ
��g
��g

質ꄈٜهーآ
�g
�g

��������� .$��-$���
.$��-$���-8

$0%& 䎬䌋樑⺘

���������
.$�-$�����������
.$�-$���-8���������

質ꄈ
�g
�g
�g
g

.17-$������������ �g

䎬䌋樑⺘┉鈋辐٬韬ꄈ

☼喋

ⶡ⛣ .74-���-&
鸵榫孱⛮

ꯁ泘
ꪜ肨괏䓪、┘掩䓪ت؝、空気

ムٚنイٕرンؤリب
-��� ～ ����

.74-���-

検出鼧啶鵰 ˳
定劲圧力疗㍱ kPa

-��� ～ ����出力設定圧力疗㍱ kPa
�.保錞縨圧力 .Pa

� ～ ��（磵꨽扛き׆と）✳榫⼽㍱峪度 ˳
�� ～ �（磵꨽扛き׆と）✳榫⼽㍱嵸度 �3H

DC��V±��％電嶎電圧 V

�.�表示催二時間 T
�表示⮆鉮能 kPa

あり表示省エネ機能
ありمーؠ監視

�������㛙䎬㵑嫎 NN

あり吸着⮼達時間監視
あり破壊⮼達時間監視
ありゼロリセット機能
ありセキٖリؔطロッؠ機能

oP�/oP�/oP�吸着モード
PW. 制御による省エネ機能電磁弁省エネ機能

しם ありO-Link 機能

Į�　�.�NN�　� 菅　�Nآーهル仕様（制御榫）
CE ُーؠ鸵合（E.C 指令、3oHS 指令鸵合）

注１）初期設定はNPN出力設定です。設定で PNP出力׫の切換が可能です。
注２）初期設定はシンク入力設定です。設定でت٭خ入力׫の切換が可能です。
注）֐ ˳、筝鲭し瞿䈱、峪䈱攐䓪、ꪜ泡稗䓪׳⻠؅

釨劲指令

真空⣐電磁弁هرルؿٝخイド㵚䑴可電磁弁制御
IP��保閾꣪碌

��H[-���H[ 䇶䅮㓊ٚンرム䨕動 ⱶ鵭度 /T� Y-Z-[ 各 �.� 時間縨䨕動鍱꽦（+IS��-�-�）
��N/T� 9:; 各 � 回
.-�Qin タؠネؤ

�Qin #to# タؠネؤ

縨轿䱡鍱꽦

�� 以下（電磁弁껮動電孱⻠まず）寕鞝電孱 NA

±�.�　F.S. 以下嫰３）稀合瞿度 �
NT

デジタルIN（吸着/破壊）

NPN または PNP O.C � 点嫰１） IO-Link  C/2 データ通信
出力زイッت

出力䎬態
靷蕔電孱

鷨電孱保閾
定劲：���NA -

� 桁  セْءント LED　赤色
表示

デジタル表示

出力インジآータ

電気䫘続鼧 制御鼧
電磁弁껮動鼧

出力 ON/OFF：赤色 LED ON 時点灯
真空電磁弁 ON/OFF：緑色 LED

出力 ON/OFF：赤色 LED ON 時点灯
IO-LIN, 通信：緑色 LED 点滅

-あり
IO-Link  C/2 データ通信扛䫘点⪌力�点	خーب/تンؠ）嫰２）

出力䑴璻時間زイッت IO-Link  C/2 データ通信�.� 以下
䑴䄐設定 可㚺

表示⹚鬇機能 あり

㏆力َ٭ト
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



颋

颋
랬

랬

氫
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랬
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랬

랬




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颋

颋 랬

랬

氫

颋

颋

랬

랬


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シンクت٭خ�

トؙؗؓ切換نخ

NPN�PNP

トؙؗؓ切換نخ

１蓝）�7

１氫）注）

２颋）　　　

랬）　　　

颋）　　　

랬）　　　

２氫）⻸浓䧗♐⟓⺘
設定に䑴י׋�7または7に䫘禈
　初期設定値はシンク入力）

랬）⻸浓�滭㙗澬鏀⟓⺘065）
設定に䑴י׋�7または7に䫘禈
　初期設定値はNPN出力）
ꪂ）7
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洠狜氦榟
電澷䋰

洠狜滭㙗
電澷䋰











注）舅䄕⟊䧏㑔電澷䋰の㕙⺬に✳榫します

꧅澷䋰⯆䐒嚀耆♀泸ؙؾ㏆ⱱセンサ
Pressure sencer

電磁弁制御機能付省エネ圧力センサ
MVS-202

MVS-202Series



電澷䋰⯆䐒嚀能♀き泸ؙؾ㏆力センサ �

䎬䌋樑⺘

ٜهーآタ꧅澷䋰䫘禈榫ؠؘةؙ

Ζ Η
.74-���- & -$

⟊㱤鼧⿁䎬䌋樑⺘

➀入⭳ⱱ仕様注１）

& 娆榫⪌出力
 O-Link

注１）娆榫入出力、*0�-JOLの切換はできま׎؆。

➁.ؠؾؤタآーه （ٜN）
$ 付㷯

Ζ Η
.$�� -$���
➀対䑴ؙؠؘةタ

.$�� .C��、.C��榫

.$� .C�榫

.17 .PV�榫嫰２）

注２）.P7� は䯋鬼し׾ַי電澷䋰が樟なりؾؤクタ
　　　䎬敯が鷿ֹた״☽嚀牊כ◍換䓪がֵりま׎؆

タ供礡空気孱饟敯䛜ؠؘةؙ➁
扛鋗⺘ 常時ꝥ、常時開

-8 自䄕保持

��������� .74-���-&-$
$0%& 䎬䌋樑⺘

.74-���--$���������

儖体質ꄈ
��g
��g

質ꄈٜهーآ
�g
�g

��������� .$��-$���
.$��-$���-8

$0%& 䎬䌋樑⺘

���������
.$�-$�����������
.$�-$���-8���������

質ꄈ
�g
�g
�g
g

.17-$������������ �g

䎬䌋樑⺘┉鈋辐٬韬ꄈ

☼喋

ⶡ⛣ .74-���-&
鸵榫孱⛮

ꯁ泘
ꪜ肨괏䓪、┘掩䓪ت؝、空気

ムٚنイٕرンؤリب
-��� ～ ����

.74-���-

検出鼧啶鵰 ˳
定劲圧力疗㍱ kPa

-��� ～ ����出力設定圧力疗㍱ kPa
�.保錞縨圧力 .Pa

� ～ ��（磵꨽扛き׆と）✳榫⼽㍱峪度 ˳
�� ～ �（磵꨽扛き׆と）✳榫⼽㍱嵸度 �3H

DC��V±��％電嶎電圧 V

�.�表示催二時間 T
�表示⮆鉮能 kPa

あり表示省エネ機能
ありمーؠ監視
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あり吸着⮼達時間監視
あり破壊⮼達時間監視
ありゼロリセット機能
ありセキٖリؔطロッؠ機能

oP�/oP�/oP�吸着モード
PW. 制御による省エネ機能電磁弁省エネ機能

しם ありO-Link 機能

Į�　�.�NN�　� 菅　�Nآーهル仕様（制御榫）
CE ُーؠ鸵合（E.C 指令、3oHS 指令鸵合）

注１）初期設定はNPN出力設定です。設定で PNP出力׫の切換が可能です。
注２）初期設定はシンク入力設定です。設定でت٭خ入力׫の切換が可能です。
注）֐ ˳、筝鲭し瞿䈱、峪䈱攐䓪、ꪜ泡稗䓪׳⻠؅

釨劲指令

真空⣐電磁弁هرルؿٝخイド㵚䑴可電磁弁制御
IP��保閾꣪碌

��H[-���H[ 䇶䅮㓊ٚンرム䨕動 ⱶ鵭度 /T� Y-Z-[ 各 �.� 時間縨䨕動鍱꽦（+IS��-�-�）
��N/T� 9:; 各 � 回
.-�Qin タؠネؤ

�Qin #to# タؠネؤ

縨轿䱡鍱꽦

�� 以下（電磁弁껮動電孱⻠まず）寕鞝電孱 NA

±�.�　F.S. 以下嫰３）稀合瞿度 �
NT

デジタルIN（吸着/破壊）

NPN または PNP O.C � 点嫰１） IO-Link  C/2 データ通信
出力زイッت

出力䎬態
靷蕔電孱

鷨電孱保閾
定劲：���NA -

� 桁  セْءント LED　赤色
表示

デジタル表示

出力インジآータ

電気䫘続鼧 制御鼧
電磁弁껮動鼧

出力 ON/OFF：赤色 LED ON 時点灯
真空電磁弁 ON/OFF：緑色 LED

出力 ON/OFF：赤色 LED ON 時点灯
IO-LIN, 通信：緑色 LED 点滅

-あり
IO-Link  C/2 データ通信扛䫘点⪌力�点	خーب/تンؠ）嫰２）

出力䑴璻時間زイッت IO-Link  C/2 データ通信�.� 以下
䑴䄐設定 可㚺

表示⹚鬇機能 あり
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１氫）注）
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랬）　　　
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注）舅䄕⟊䧏㑔電澷䋰の㕙⺬に✳榫します
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� 電澷䋰⯆䐒嚀能♀き泸ؙؾ㏆力センサ

㛙䎬㍲

⺨鼧ס⺲燡כ嚀耆

ト亠嫎شセٛٞح

⺨牊⻸浓ٓーغ

.74-���



�）

�.

�

̶

̶



�

7"$

065

LPB




�

�

蓝���
氫⻸浓�滭㙗䧗♐入力　0�-JOL☼喋N�$
ꪂ�7
랬⻸浓�滭㙗澬鏀出力065�）　0�-JOL☼喋$�2⟓⺘

蓝
氫
ꪂ
랬

ه٭آクタؾؤ�. ٜ����NN

電澷䋰䫘禈榫
クタؾؤ

�
�
�
�
�

 樑 QJO洠狜氦榟榫電澷䋰 7注１）
 樑 QJO�7 ンٓؤ
樑 QJO洠狜氦榟榫電澷䋰 7
 樑 QJO�7 ンٓؤ
樑 QJO滭㙗榫電澷䋰

電澷䋰榫ؾؤクタ

�
�
�
�
�

注１）舅䄕⟊䧏㑔電澷䋰の㕙⺬に鿥稗します

VAC

OUT

kPa

デジタル表示（３桁赤色 LED） ＯＵＴ：出力動作表示 LED（赤色）
　※OUT 出力時に点灯します

ＶＡＣ：吸着動作表示 LED（緑色）
　※吸着動作時に点灯します
　　IO-Link 仕様は正常通信時に点滅します

UP キー

SET キー

圧力ポート

DOWN キー

：吸着モード１動作（吸着保持動作）
吸着指令信号により真空電磁弁を ON し、吸着を開始します。
真空度が設定値に達し OUT� が ON すると t� 後に真空電磁弁
が OFF します。その後、真空度の低下があると OUT� の OFF
点手前で再度真空電磁弁が ON し、真空度を保持します。

（以降、ON/OFF を繰り返します。）
破壊指令信号により真空電磁弁を OFF し、t� 後に
破壊電磁弁を ON します。破壊電磁弁は Ct 間 ON します。

：吸着モード２動作（真空電磁弁ワンタイム動作）
吸着指令信号により真空電磁弁は � 回 ON し、吸着を開始し
ます。
真空度が設定値に達し OUT� が ON すると t� 後に真空電磁
弁が OFF し、次の吸着指令信号まで真空電磁弁は ON しませ
ん、破壊指令信号 ON 後 t� 後に破壊電磁弁を Ct 間 ON します。

：吸着モード３動作（真空電磁弁吸着指令信号連動動作）
吸着指令信号により真空電磁弁は ON し、吸着を開始します。
OUT� の ON/OFF に関わらず、吸着指令信号が ON の状態
では真空電磁弁も ON し続けます。OUT� は真空度が設定値
に達すると ON します。
破壊指令信号により、真空電磁弁を OFF し、t� 後に
破壊電磁弁が動作開始し、Ct 間 ON します。

大気圧

＋

－

吸着/破壊
指令信号

High
Low

破壊電磁弁
ＯＮ

ＯＦＦ

真空電磁弁
ＯＮ ＯＮ

吸着/破壊確認出力
　（ＯＵＴ１）

ＯＮ ＯＮ
ＯＦＦ

ＯＦＦ

吸着 破壊
t�

t� t�

ＯＮ（)-v）
1-v（ﾋﾟｰｸ監視値）

ＯＮ（)-E）

ＯＦＦ

ＯＦＦ

Ct

大気圧

＋

－

吸着/破壊
指令信号

High
Low

破壊電磁弁
ＯＮ

ＯＦＦ

真空電磁弁
ＯＮ

吸着/破壊確認出力
（ＯＵＴ１）

ＯＮ ＯＮ
ＯＦＦ

ＯＦＦ

吸着 破壊
t�

t�

ＯＮ（-）
-（ﾋﾟｰｸ監視値）

ＯＮ（-）

ＯＦＦ

ＯＦＦ

Ct

大気圧

＋

－

吸着/破壊
指令信号

High
Low

破壊電磁弁
ＯＮ

ＯＦＦ

真空電磁弁
ＯＮ

吸着/破壊確認出力
（ＯＵＴ１）

ＯＮ ＯＮ
ＯＦＦ

ＯＦＦ

吸着 破壊
t�

ＯＮ（-）
-（ﾋﾟｰｸ監視値）

ＯＮ（-）

ＯＦＦ

ＯＦＦ

Ct

■キーを � 秒以上押し続け、表示値が「�」と表示されるとゼロリセットが完了します。
供給圧力を大気圧状態 ±�％ F.S. 以内にして行ってください。

OUT

VACkPa

OUT

VACkPa

Ct「破壊時間」破壊指令信号によって破壊電磁弁を ON
する時間を設定します。�.�� ～ �.�� 秒が設定可能
です。�.�� 秒の次には "t（自動）が表示されます。
At を設定した場合、破壊時の OUT� の ON と同期し
て破壊電磁弁を OFF します。（Ct は各吸着モード共
通です。）

t�「遅延時間」吸着時の真空度が設定値に達し、OUT�
が ON してから真空電磁弁を OFF するまでの遅延時
間を設定します。�.�� ～ �.�� 秒が設定可能です。

（t� は吸着モードが � と � の場合に設定できます。）

t�「遅延時間 �」破壊指令信号の検出から破壊電磁弁を
ON するまでの遅延時間を設定します。�.�� ～ �.��
秒が設定可能です。（t� は各吸着モード共通です。）

注）鎋碷の設定亠嫎は⹦䣽鐄伺傴؅ׇ澬鏀ַׂ׈ד。

電磁弁制御機能付省エネ圧力センサ
MVS-202

꧅澷䋰⯆䐒嚀耆♀泸ؙؾ㏆ⱱセンサMVS-202Series



電澷䋰⯆䐒嚀能♀き泸ؙؾ㏆力センサ �

㛙䎬㍲

⺨鼧ס⺲燡כ嚀耆

ト亠嫎شセٛٞح

⺨牊⻸浓ٓーغ

.74-���



�）

�.

�

̶

̶



�

7"$

065

LPB




�

�

蓝���
氫⻸浓�滭㙗䧗♐入力　0�-JOL☼喋N�$
ꪂ�7
랬⻸浓�滭㙗澬鏀出力065�）　0�-JOL☼喋$�2⟓⺘

蓝
氫
ꪂ
랬
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電澷䋰䫘禈榫
クタؾؤ

�
�
�
�
�

 樑 QJO洠狜氦榟榫電澷䋰 7注１）
 樑 QJO�7 ンٓؤ
樑 QJO洠狜氦榟榫電澷䋰 7
 樑 QJO�7 ンٓؤ
樑 QJO滭㙗榫電澷䋰

電澷䋰榫ؾؤクタ

�
�
�
�
�

注１）舅䄕⟊䧏㑔電澷䋰の㕙⺬に鿥稗します

VAC

OUT

kPa

デジタル表示（３桁赤色 LED） ＯＵＴ：出力動作表示 LED（赤色）
　※OUT 出力時に点灯します

ＶＡＣ：吸着動作表示 LED（緑色）
　※吸着動作時に点灯します
　　IO-Link 仕様は正常通信時に点滅します

UP キー

SET キー

圧力ポート

DOWN キー

：吸着モード１動作（吸着保持動作）
吸着指令信号により真空電磁弁を ON し、吸着を開始します。
真空度が設定値に達し OUT� が ON すると t� 後に真空電磁弁
が OFF します。その後、真空度の低下があると OUT� の OFF
点手前で再度真空電磁弁が ON し、真空度を保持します。

（以降、ON/OFF を繰り返します。）
破壊指令信号により真空電磁弁を OFF し、t� 後に
破壊電磁弁を ON します。破壊電磁弁は Ct 間 ON します。

：吸着モード２動作（真空電磁弁ワンタイム動作）
吸着指令信号により真空電磁弁は � 回 ON し、吸着を開始し
ます。
真空度が設定値に達し OUT� が ON すると t� 後に真空電磁
弁が OFF し、次の吸着指令信号まで真空電磁弁は ON しませ
ん、破壊指令信号 ON 後 t� 後に破壊電磁弁を Ct 間 ON します。

：吸着モード３動作（真空電磁弁吸着指令信号連動動作）
吸着指令信号により真空電磁弁は ON し、吸着を開始します。
OUT� の ON/OFF に関わらず、吸着指令信号が ON の状態
では真空電磁弁も ON し続けます。OUT� は真空度が設定値
に達すると ON します。
破壊指令信号により、真空電磁弁を OFF し、t� 後に
破壊電磁弁が動作開始し、Ct 間 ON します。

大気圧

＋

－

吸着/破壊
指令信号

High
Low

破壊電磁弁
ＯＮ

ＯＦＦ

真空電磁弁
ＯＮ ＯＮ

吸着/破壊確認出力
　（ＯＵＴ１）

ＯＮ ＯＮ
ＯＦＦ

ＯＦＦ

吸着 破壊
t�

t� t�

ＯＮ（)-v）
1-v（ﾋﾟｰｸ監視値）

ＯＮ（)-E）

ＯＦＦ

ＯＦＦ

Ct

大気圧

＋

－

吸着/破壊
指令信号

High
Low

破壊電磁弁
ＯＮ

ＯＦＦ

真空電磁弁
ＯＮ

吸着/破壊確認出力
（ＯＵＴ１）

ＯＮ ＯＮ
ＯＦＦ

ＯＦＦ

吸着 破壊
t�

t�

ＯＮ（-）
-（ﾋﾟｰｸ監視値）

ＯＮ（-）

ＯＦＦ

ＯＦＦ

Ct

大気圧

＋

－

吸着/破壊
指令信号

High
Low

破壊電磁弁
ＯＮ

ＯＦＦ

真空電磁弁
ＯＮ

吸着/破壊確認出力
（ＯＵＴ１）

ＯＮ ＯＮ
ＯＦＦ

ＯＦＦ

吸着 破壊
t�

ＯＮ（-）
-（ﾋﾟｰｸ監視値）

ＯＮ（-）

ＯＦＦ

ＯＦＦ

Ct

■キーを � 秒以上押し続け、表示値が「�」と表示されるとゼロリセットが完了します。
供給圧力を大気圧状態 ±�％ F.S. 以内にして行ってください。

OUT

VACkPa

OUT

VACkPa

Ct「破壊時間」破壊指令信号によって破壊電磁弁を ON
する時間を設定します。�.�� ～ �.�� 秒が設定可能
です。�.�� 秒の次には "t（自動）が表示されます。
At を設定した場合、破壊時の OUT� の ON と同期し
て破壊電磁弁を OFF します。（Ct は各吸着モード共
通です。）

t�「遅延時間」吸着時の真空度が設定値に達し、OUT�
が ON してから真空電磁弁を OFF するまでの遅延時
間を設定します。�.�� ～ �.�� 秒が設定可能です。

（t� は吸着モードが � と � の場合に設定できます。）

t�「遅延時間 �」破壊指令信号の検出から破壊電磁弁を
ON するまでの遅延時間を設定します。�.�� ～ �.��
秒が設定可能です。（t� は各吸着モード共通です。）

注）鎋碷の設定亠嫎は⹦䣽鐄伺傴؅ׇ澬鏀ַׂ׈ד。
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� 電澷䋰⯆䐒嚀能♀き泸ؙؾ㏆力センサ

使榫┕ס注意

・儖製品はꡔ搶仕様ではありませ؆。搶発䓪؝ス・䌕愁䓪؝
スのある場䢥、また、肨괏䓪؝スのꦬ囲気では使用しない
で┖さい。

警告！

・機器の配稗及び機器のؠؾؤタの䥁き䄐しは予期せן誤動
⛼をꡔ׃ため供礡꧅嶎を0''にして行って┖さい。
・儖製品の⭳ⱱ（065）亠䌋、及び⻸浓�滭㙗䧗♐入ⱱ亠䌋は
誤動⛼をןログٚムで㚺催⺎耆ですが、㚺催時の予期せو
鹴ׄる為、⭳ⱱ、及び入ⱱ亠䌋は配稗前に㚺催するか、シ
スطムを⢥塛して行い、婊して牧⥸中に㚺催しないで┖さ
い。
・儖製品への供礡꧅嶎꧅圧は%$7oをご使用┖さい。
これを飃ֻる꧅圧や"$7以上の次꧅嶎を笋׃と抏損璡
の故障となります。˥⯆䐒꧅澷䋰も%$7仕様として┖さ
い。
・냕圧稗や動ⱱ稗璡からの䍚ⱱなؕؿズは誤動⛼の原因とな
りますので、これらの稗から離して配稗して┖さい。また
必要に䑴じてؕؿズ対策をして┖さい。
・儖製品の保閾啶造は*1ですので、尓体や睖㗂（細かい睦
㯸敯樟物）が儖体に➇入しない様に対策して┖さい。
・*0�-JOL仕様でご使用の場合、儖機とマスター機器間の配稗
。Ꝏは以内として┖さいٜهーآ

注意！

・パْٚータ⮣期錃定⡁の敯䛜で納入されますので、ご使用
になられているؙؠؘةタまたは娆用入⭳ⱱ機器によって
は正しく動⛼しない場合があります。┖記のր⭳ⱱ065と
꧅澷䋰の⭳ⱱ䎬䛜及び䧗♐入ⱱ䎬䛜の錃定亠嫎ցを行って
ください。

注意！

⮣僿錃㲊

出力 OUT の䎬態「n.o.」「n.c.」を
ӣӧキーで㚺催し、■キーで設定
します。

真空電磁弁の作動亠䌋をӣӧキーで
㚺催し、■キーで設定します。嫰 �）

真空電磁弁の作動䎬態
「n.o.」「n.c.」をӣӧキーで㚺催し、

■キーで設定します。嫰 �）

破壊電磁弁の作動䎬態
「n.o.」「n.c.」をӣӧキーで㚺催し、

■キーで設定します。

吸着 / 破壊指令の作動亠䌋を
ӣӧキーで㚺催し、■キーで設定
します。

出力タイ「1/1」「/1/」وを
ӣӧキーで㚺催し、■キーで設定
します。

吸着 / 破壊指令⪌力タイوを
ӣӧキーで㚺催し、■キーで設定
します。

電嶎䤷⪌状態で■キーを押しםがら
ӣキーを押します。

⭳ⱱ065と꧅澷䋰の⭳ⱱ䎬䛜及び䧗♐入ⱱ䎬䛜の錃定亠嫎

OUT のタイو表示
NPN タ出力ؠٝؤンوー؛
PNP タ出力ؠٝؤンوー؛

吸着 / 破壊指令信号作動亠䌋表示
High から Low で吸着開始
Low から High で吸着開始

吸着 / 破壊指令信号⪌力タイو表示
⪌力珷㯸を �V に׃םחと ON
⪌力珷㯸を ���V に׃םחと ON

OUT 出力の䎬態表示
ンوー؛ーُルؿ
ثローؠーُルؿ

◫◍表示

OUT

VACkPa

嫰１）真空電磁弁の作動亠䌋設定
　　　ӳ真空榫電磁弁がبンءル
イドの場合「」ؿٝخ　　　　
　　　　に設定します。
　　　ӳ真空榫電磁弁がهرル
イドの場合「」ؿٝخ　　　　
　　　　に設定します。
嫰２）真空電磁弁の作動䎬態の設定
　　　ӳ電磁弁が常時ꝥの場合「n.o.」
　　　　に設定します。
　　　ӳ電磁弁が常時開の場合「n.c.」
　　　　に設定します。

䯋鬼圧力センサ鹟䥃䎬䌋が �� から �� 。りますם㚺催に׫
仾؜タロءに鋗鬼のあった ��1（.VS-��� 䯋鬼 PNP 出力仕様）は ��（.VS-��� 䯋鬼）に礴┉されます。
儖؜タロءの嫰䙫◄ꯁ、ք⮣期設定օで出力タイوを PNP に設定㚺催してׇ✳榫ください。

䯋載圧ⱱセンサ選䥃䎬䌋が ��� から ��� 。りますם㚺催に׫
仾؜タロءに鋗鬼のあった ���1（.VS-��� 䯋鬼 PNP 出力仕様）は ���（.VS-��� 䯋鬼）に礴┉されます。
儖؜タロءの嫰䙫◄ꯁ、ք⮣期設定օで出力タイوを PNP に設定㚺催してׇ✳榫ください。

.74-��� 䯋鬼ؙؠؘةタ .74-��� ♏僀䎬䌋樑⺘

.74-��� センサⶡ⛮ .74-��� ♏僀䎬䌋樑⺘

.74-��� 䯋鬼洠狜⮉䬵䋰 .74-��� ♏僀䎬䌋磆☭

䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.$��.��)4 �� -$�#-3�
䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.$��.��)4 �� -$�#-3�

Ζ

.74-���

.74-���

.74-���

.74-���

.74-���

.74-���

.74-���

.74-���

.$�� TFSJFT

䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.$�.��)4 �� $�#-3�
䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.$�.��)4 �� $�#-3�

Ζ

.$� TFSJFT

䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.$��.1 �� 4���
䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.$��.1 �� 4���

Ζ

.$�� TFSJFT

䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.174�/ ��� ��#-
䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.174�/ ��� ��#-

Η

.17 TFSJFT

�� .74-���
記⺘ 䯋載センサ 圧ⱱ範囲<L1B>

-���～���
�� .74-��� -���～���

辐示
デジタル（セءLED）
デジタル（セءLED）

スؕッز⭳ⱱ
NPN�点

NPN/PNP�点嫰１）

ログ⭳ⱱػؓ
しם
しם

入ⱱ仕様
ؠンب

（嫰１تーخ/ؠンب

➀䯋載圧ⱱセンサ

注１）初期設定はNPN出力、シンク入力設定です。センサの設定変更で切換できます。

ؠンب /1/⭳ⱱ
入ⱱ ⭳ⱱ .74-���䎬䌋樑⺘ .74-���䎬䌋樑⺘

.74-���-/$
ؠンب 1/1⭳ⱱ .74-���-1$ .74-���-&-$注１）
تーخ 1/1⭳ⱱ �����（攐注）
注１）電源投入後、ボタン操作で入出力が切換可能になりました。購入後設定変更が可能です。
　　　.74-���-&-$の初期設定値はシンク入力NPN出力設定です。

��� .74-���
記⺘ 䯋載センサ 圧ⱱ範囲<L1B>

-���～���
��� .74-��� -���～���

辐示
デジタル（セءLED）
デジタル（セءLED）

スؕッز⭳ⱱ
NPN�点

NPN/PNP�点嫰２）

ログ⭳ⱱػؓ
しם
しם

入ⱱ仕様
ؠンب

（嫰２تーخ/ؠンب

➁䯋載圧ⱱセンサ

注２）初期設定はNPN出力、シンク入力設定です。センサの設定変更で切換できます。

電磁弁制御機能付省エネ圧力センサ
MVS-202

꧅澷䋰⯆䐒嚀耆♀泸ؙؾ㏆ⱱセンサMVS-202Series

ご使用前に必ずお読みください。儖カタログのր安全にお使いいただくためにցおよび稀合カタログの
ր共通注意事項ցとրؤンفム共通注意事項ց儖製品のր取扱説明書ցも併せてご確認ください。
当社8&#サؕトよりご確認ください。�IUUQT���DPOWVN�DP�KQ

当社WEBサイト

꧅澷䋰⯆䐒嚀耆♀泸ؙؾ㏆ⱱセンサ（.74-���）注意◄ꯁ



電澷䋰⯆䐒嚀能♀き泸ؙؾ㏆力センサ �

使榫┕ס注意

・儖製品はꡔ搶仕様ではありませ؆。搶発䓪؝ス・䌕愁䓪؝
スのある場䢥、また、肨괏䓪؝スのꦬ囲気では使用しない
で┖さい。

警告！

・機器の配稗及び機器のؠؾؤタの䥁き䄐しは予期せן誤動
⛼をꡔ׃ため供礡꧅嶎を0''にして行って┖さい。
・儖製品の⭳ⱱ（065）亠䌋、及び⻸浓�滭㙗䧗♐入ⱱ亠䌋は
誤動⛼をןログٚムで㚺催⺎耆ですが、㚺催時の予期せو
鹴ׄる為、⭳ⱱ、及び入ⱱ亠䌋は配稗前に㚺催するか、シ
スطムを⢥塛して行い、婊して牧⥸中に㚺催しないで┖さ
い。
・儖製品への供礡꧅嶎꧅圧は%$7oをご使用┖さい。
これを飃ֻる꧅圧や"$7以上の次꧅嶎を笋׃と抏損璡
の故障となります。˥⯆䐒꧅澷䋰も%$7仕様として┖さ
い。
・냕圧稗や動ⱱ稗璡からの䍚ⱱなؕؿズは誤動⛼の原因とな
りますので、これらの稗から離して配稗して┖さい。また
必要に䑴じてؕؿズ対策をして┖さい。
・儖製品の保閾啶造は*1ですので、尓体や睖㗂（細かい睦
㯸敯樟物）が儖体に➇入しない様に対策して┖さい。
・*0�-JOL仕様でご使用の場合、儖機とマスター機器間の配稗
。Ꝏは以内として┖さいٜهーآ

注意！

・パْٚータ⮣期錃定⡁の敯䛜で納入されますので、ご使用
になられているؙؠؘةタまたは娆用入⭳ⱱ機器によって
は正しく動⛼しない場合があります。┖記のր⭳ⱱ065と
꧅澷䋰の⭳ⱱ䎬䛜及び䧗♐入ⱱ䎬䛜の錃定亠嫎ցを行って
ください。

注意！

⮣僿錃㲊

出力 OUT の䎬態「n.o.」「n.c.」を
ӣӧキーで㚺催し、■キーで設定
します。

真空電磁弁の作動亠䌋をӣӧキーで
㚺催し、■キーで設定します。嫰 �）

真空電磁弁の作動䎬態
「n.o.」「n.c.」をӣӧキーで㚺催し、

■キーで設定します。嫰 �）

破壊電磁弁の作動䎬態
「n.o.」「n.c.」をӣӧキーで㚺催し、

■キーで設定します。

吸着 / 破壊指令の作動亠䌋を
ӣӧキーで㚺催し、■キーで設定
します。

出力タイ「1/1」「/1/」وを
ӣӧキーで㚺催し、■キーで設定
します。

吸着 / 破壊指令⪌力タイوを
ӣӧキーで㚺催し、■キーで設定
します。

電嶎䤷⪌状態で■キーを押しםがら
ӣキーを押します。

⭳ⱱ065と꧅澷䋰の⭳ⱱ䎬䛜及び䧗♐入ⱱ䎬䛜の錃定亠嫎

OUT のタイو表示
NPN タ出力ؠٝؤンوー؛
PNP タ出力ؠٝؤンوー؛

吸着 / 破壊指令信号作動亠䌋表示
High から Low で吸着開始
Low から High で吸着開始

吸着 / 破壊指令信号⪌力タイو表示
⪌力珷㯸を �V に׃םחと ON
⪌力珷㯸を ���V に׃םחと ON

OUT 出力の䎬態表示
ンوー؛ーُルؿ
ثローؠーُルؿ

◫◍表示

OUT

VACkPa

嫰１）真空電磁弁の作動亠䌋設定
　　　ӳ真空榫電磁弁がبンءル
イドの場合「」ؿٝخ　　　　
　　　　に設定します。
　　　ӳ真空榫電磁弁がهرル
イドの場合「」ؿٝخ　　　　
　　　　に設定します。
嫰２）真空電磁弁の作動䎬態の設定
　　　ӳ電磁弁が常時ꝥの場合「n.o.」
　　　　に設定します。
　　　ӳ電磁弁が常時開の場合「n.c.」
　　　　に設定します。

䯋鬼圧力センサ鹟䥃䎬䌋が �� から �� 。りますם㚺催に׫
仾؜タロءに鋗鬼のあった ��1（.VS-��� 䯋鬼 PNP 出力仕様）は ��（.VS-��� 䯋鬼）に礴┉されます。
儖؜タロءの嫰䙫◄ꯁ、ք⮣期設定օで出力タイوを PNP に設定㚺催してׇ✳榫ください。

䯋載圧ⱱセンサ選䥃䎬䌋が ��� から ��� 。りますם㚺催に׫
仾؜タロءに鋗鬼のあった ���1（.VS-��� 䯋鬼 PNP 出力仕様）は ���（.VS-��� 䯋鬼）に礴┉されます。
儖؜タロءの嫰䙫◄ꯁ、ք⮣期設定օで出力タイوを PNP に設定㚺催してׇ✳榫ください。

.74-��� 䯋鬼ؙؠؘةタ .74-��� ♏僀䎬䌋樑⺘

.74-��� センサⶡ⛮ .74-��� ♏僀䎬䌋樑⺘

.74-��� 䯋鬼洠狜⮉䬵䋰 .74-��� ♏僀䎬䌋磆☭

䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.$��.��)4 �� -$�#-3�
䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.$��.��)4 �� -$�#-3�

Ζ

.74-���

.74-���

.74-���

.74-���

.74-���

.74-���

.74-���

.74-���

.$�� TFSJFT

䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.$�.��)4 �� $�#-3�
䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.$�.��)4 �� $�#-3�

Ζ

.$� TFSJFT

䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.$��.1 �� 4���
䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.$��.1 �� 4���

Ζ

.$�� TFSJFT

䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.174�/ ��� ��#-
䯋鬼䎬䌋樑号：❆）.174�/ ��� ��#-

Η

.17 TFSJFT

�� .74-���
記⺘ 䯋載センサ 圧ⱱ範囲<L1B>

-���～���
�� .74-��� -���～���

辐示
デジタル（セءLED）
デジタル（セءLED）

スؕッز⭳ⱱ
NPN�点

NPN/PNP�点嫰１）

ログ⭳ⱱػؓ
しם
しם

入ⱱ仕様
ؠンب

（嫰１تーخ/ؠンب

➀䯋載圧ⱱセンサ

注１）初期設定はNPN出力、シンク入力設定です。センサの設定変更で切換できます。

ؠンب /1/⭳ⱱ
入ⱱ ⭳ⱱ .74-���䎬䌋樑⺘ .74-���䎬䌋樑⺘

.74-���-/$
ؠンب 1/1⭳ⱱ .74-���-1$ .74-���-&-$注１）
تーخ 1/1⭳ⱱ �����（攐注）
注１）電源投入後、ボタン操作で入出力が切換可能になりました。購入後設定変更が可能です。
　　　.74-���-&-$の初期設定値はシンク入力NPN出力設定です。

��� .74-���
記⺘ 䯋載センサ 圧ⱱ範囲<L1B>

-���～���
��� .74-��� -���～���

辐示
デジタル（セءLED）
デジタル（セءLED）

スؕッز⭳ⱱ
NPN�点

NPN/PNP�点嫰２）

ログ⭳ⱱػؓ
しם
しם

入ⱱ仕様
ؠンب

（嫰２تーخ/ؠンب

➁䯋載圧ⱱセンサ

注２）初期設定はNPN出力、シンク入力設定です。センサの設定変更で切換できます。

電磁弁制御機能付省エネ圧力センサ
MVS-202

꧅澷䋰⯆䐒嚀耆♀泸ؙؾ㏆ⱱセンサMVS-202Series

ご使用前に必ずお読みください。儖カタログのր安全にお使いいただくためにցおよび稀合カタログの
ր共通注意事項ցとրؤンفム共通注意事項ց儖製品のր取扱説明書ցも併せてご確認ください。
当社8&#サؕトよりご確認ください。�IUUQT���DPOWVN�DP�KQ

当社WEBサイト

꧅澷䋰⯆䐒嚀耆♀泸ؙؾ㏆ⱱセンサ（.74-���）注意◄ꯁ



� 電澷䋰⯆䐒嚀能♀き泸ؙؾ㏆力センサ

ꪐ電気䷑電㵚瓀قッド
ESD

安全にお使いいただくために
ご使用前に必ずお読みください。
共通注意事項および各シリーズの個別注意事項や製品の取扱説明書も併せてご確認ください。

警告

。のです׵の״た׾䮇㲹؅儔抅にꡔ塛す׷の⷇㲹׫き、☔骰ד؅㱦⪒に塜しֽׂ✳ַַた⿁に鋗した注䙫◄ꯁは、当社邮׆׆
注䙫◄ꯁは、⹦䣽ַ؅鏰זた㕙⺬に榟׾׋☔骰׫の⷇㲹׷靸榤׫の䮇㲹の㛻きכ׈切鳠の爊䈱؅辐炐す׾た״に、
ք⷇ꣅօք閛⼔օք注䙫օの└חに⵱⮆ַי׿׈ます。ַ׵׿׍㱦⪒に꞊す׾ꄆ釐な⫂㳊です׼־、䑒׍㱤ַ׈דׂיז。

！

取扱いを誤った場合、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが想定される場合。危険！
取扱いを誤った場合、人が死亡または重傷を負う危険が生じることが想定される場合。警告！
取扱いを誤った場合、人が傷害を負う危険が生じることが想定される場合および物的損害のみの発生が
想定される場合。

注意！

+*4�B˥ または *40�˥、Ⲑ⥸㱦⪒轼榟嫎、냕㏆ت؝⟊㱦嫎אの☽の㱦⪒釨⯞に׵יַח䑒ֽ׍㱤りַׂ׈ד。
˥１　+*4�B狜妳㏆シّطت鵟⯞
˥２　*40�POFVNBUJD�VJE�QPXFS�3FDPNNFOEBUJPOT�GPS�UIF�BQQMJDBUJPO�PG�FRVJQNFOU�UP�USBOTNJTTJPO�BOE�DPOUSPM�
　　　　　　　　TZTUFNT
なֽ、ր注䙫ցに鋗鬼した◄ꯁで׵、敯媲にיז׻はꄆ㛻な磵冽に磵ׂחצ可能䓪がֵります。
。ַ׈דׂיז㱤׍りますので、䑒ֽיꄆ釐な⫂㳊؅鋗鬼し׵׿׍ַ

●真空及び空気圧機器は、正しく選定してください。
洠狜⹕צ狜妳㏆嚀㉺の鸵⺬䓪は、狜妳㏆シّطتの設銶縖また
は☼喋の婊定鞊♳縖が⮭了し、婊定しַ׈דׂי。
、״兢♭が㛡喋なた׾׿׈邮⿁は、✳榫׾ַי׿׈に䫴鬼׆׆
のّطت狜妳㏆シצの鸵⺬䓪の婊定は洠狜⹕׫ّطتのシא
設銶縖または☼喋の婊定鞊♳縖が、䑒釐に䑴י׋⮆冪تط׷ト
؅车׼־יז婊定しַ׈דׂי。
⺬の鸵ّطتの䢥期の䓪能、㱦⪒䓪の⟊錞は、シّطتのシ׆
䓪؅婊定した☔の鞊♳になります。☪後׵僃二の邮⿁؜タٞء
の⫂㳊؅吾鋀し、嚀㉺の䷚꤃の可能י⪑り、☼喋の׻鞲乢に׷
䓪にיַחの敯媲؅縒䜡しיシّطتの啶䡗؅しַ׈דׂי。

●充分な知識と経験を持った人が取扱ってください。
㏆竊狜妳は、⹦䣽ַ؅鏰りますכ☔骰׫の⷇㲹׷靸榤׫の䮇㲹
؅䦙きます。また、洠狜⹕צ狜妳㏆嚀㉺は榤哅嚀危榫鼧⿁כし
׷榫した嚀危٬逷糋の磝玮✳؅׿א、のでֵり׵た׿׈設銶י
操作、ْ ンػطンتなלは⩗⮆な湳閁כ磬꽦؅䧏זた☔が车ז
。ַ׈דׂי

●安全を確認するまでは、機械装置の取扱い、機器の取外
しを絶対に行わないでください。
٬嚀㉺٬逷糋の憠吾׷丝⤓侇には、ؓ ク٭ؙٖزタの蛽┖ꡔ塛⭚
糋׷倽颦ꡔ塛⭚糋なלがな؅כ׆׾ַי׿׈澬鏀し׼־י
车ַ׈דׂיז。
٬嚀㉺؅⹦㛙すכきは、蛽┖٬倽颦ꡔ塛⭚糋がなכ׆׾ַי׿׈
؅澬鏀した┕で、シ׫ّطتの電源؅鹃了し、シّطت⫂の㏆
竊狜妳؅䪶出し׼־י车ַ׈דׂיז。
٬嚀危٬逷糋؅⫋颯Ⳃす׾㕙⺬は、괊צ出しꡔ塛⭚糋がなי׿׈
。ַ׈דׂיז车י؅澬鏀の┕、注䙫しכ׆׾ַ

●ここに掲載されている製品は、主に一般産業用にご使用
いただくものです。次に示す条件や環境でご使用になる
場合は、安全対策へのご配慮をいただくとともに、予め
当社にご相談ください。
٬伺鋗׾ַי׿׈☼喋♓㛙の兢♭׷梪㗞、㷑㛙での✳榫。
٬⸉㯸力、ꇠ鷹、芑狜嚀、髪┸、芷芮、⵳殴嚀㉺、굁乢׷괏乢に鉴׿
٭ٝه٬زش榫クٚتٝو、秴䓦鹃了㍑饟׷嚀㉺、㥇哧嚀㉺׾
。の✳榫׫の㱦⪒嚀㉺ל㍑饟な؞
٬☔骰׷靸榤に㛻きな䏅ꮶが◀䘶׿׈、攐に㱦⪒が釐姲׾׿׈
榫鵍׫の✳榫。⹦䣽ַ؅鏰זた㕙⺬、☔が墄◥またはꄆ⥏؅靷
ֹ⷇ꣅが切鳠しי榟כ׆׾׋が䘶定׾׿׈㕙⺬。

保証および免責事項
１、保証
➀保証期間中に当社の責任により故障が生じた場合、製
品の代替品若しくは必要な交換部品の無償提供、また
は当社での無償修理を行わせていただきます。

➁当社製品の保証期間は、使用開始から１年または納入
後１年�か月の、いずれか早く到来する期間です。但し、
製品によっては耐久回数や摺動距離などを定めている
場合がありますので、詳細は、当社お客様相談センター
（カスタマーサポートセンター）にお問い合わせくださ
い。

➂真空パッドは消耗部品であるため、使用開始から１年
の保証期間を適用できず、保証期間は納入後１年とな
ります。但し、保証期間内であっても、ゴム材質の劣
化または真空パッドを使用したことによる摩耗が原因
の場合は、保証の適用範囲外となります。

２、免責事項
➀次の項目に該当する場合は、保証の適用範囲から除外
させていただきます。
・カタログまたは仕様書に記載されている仕様の範囲外
で使用された場合。
・故障の原因が、当該製品以外の事由による場合。
・当社が関わっていない改造または修理が原因の場合。
・納入当時の技術上の知見では予見できない事由に起因
する場合。
・天災、災害、第三者による行為、お客様の故意または過
失など、当社の責任でない原因による場合。

➁保証とは、製品単体の保証を意味するものであり、製
品の故障により誘発される損害については除外させて
いただきます。

！

https://convum.co.jp/
本社所在地 ֆ��-���� 典◹齉大榹⵱下╖㯸 �--�

TEL：��-���-���　FA9：��-���-���

カスタマーサポートセンター（技術相談はこちらへ）

　　   ����-������
ムفンؤـؗؠンب

。了䤔くださいׇ״׋しに、仕様を㚺催する場合がありますので、あらかם⼔◀
✳榫亠嫎٬嫰䙫◄ꯁにחいては、䌃炘؜タロצ┾ءに⹦䣽鐄伺傴をׇ確認ください。
硯期にחいてはت؜タُーサポートセンターֽ׫ゖい合わせください。



電澷䋰⯆䐒嚀能♀き泸ؙؾ㏆力センサ ��

ꪐ電気䷑電㵚瓀قッド
ESD

安全にお使いいただくために
ご使用前に必ずお読みください。
共通注意事項および各シリーズの個別注意事項や製品の取扱説明書も併せてご確認ください。

警告

。のです׵の״た׾䮇㲹؅儔抅にꡔ塛す׷の⷇㲹׫き、☔骰ד؅㱦⪒に塜しֽׂ✳ַַた⿁に鋗した注䙫◄ꯁは、当社邮׆׆
注䙫◄ꯁは、⹦䣽ַ؅鏰זた㕙⺬に榟׾׋☔骰׫の⷇㲹׷靸榤׫の䮇㲹の㛻きכ׈切鳠の爊䈱؅辐炐す׾た״に、
ք⷇ꣅօք閛⼔օք注䙫օの└חに⵱⮆ַי׿׈ます。ַ׵׿׍㱦⪒に꞊す׾ꄆ釐な⫂㳊です׼־、䑒׍㱤ַ׈דׂיז。

！

取扱いを誤った場合、人が死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが想定される場合。危険！
取扱いを誤った場合、人が死亡または重傷を負う危険が生じることが想定される場合。警告！
取扱いを誤った場合、人が傷害を負う危険が生じることが想定される場合および物的損害のみの発生が
想定される場合。

注意！

+*4�B˥ または *40�˥、Ⲑ⥸㱦⪒轼榟嫎、냕㏆ت؝⟊㱦嫎אの☽の㱦⪒釨⯞に׵יַח䑒ֽ׍㱤りַׂ׈ד。
˥１　+*4�B狜妳㏆シّطت鵟⯞
˥２　*40�POFVNBUJD�VJE�QPXFS�3FDPNNFOEBUJPOT�GPS�UIF�BQQMJDBUJPO�PG�FRVJQNFOU�UP�USBOTNJTTJPO�BOE�DPOUSPM�
　　　　　　　　TZTUFNT
なֽ、ր注䙫ցに鋗鬼した◄ꯁで׵、敯媲にיז׻はꄆ㛻な磵冽に磵ׂחצ可能䓪がֵります。
。ַ׈דׂיז㱤׍りますので、䑒ֽיꄆ釐な⫂㳊؅鋗鬼し׵׿׍ַ

●真空及び空気圧機器は、正しく選定してください。
洠狜⹕צ狜妳㏆嚀㉺の鸵⺬䓪は、狜妳㏆シّطتの設銶縖また
は☼喋の婊定鞊♳縖が⮭了し、婊定しַ׈דׂי。
、״兢♭が㛡喋なた׾׿׈邮⿁は、✳榫׾ַי׿׈に䫴鬼׆׆
のّطت狜妳㏆シצの鸵⺬䓪の婊定は洠狜⹕׫ّطتのシא
設銶縖または☼喋の婊定鞊♳縖が、䑒釐に䑴י׋⮆冪تط׷ト
؅车׼־יז婊定しַ׈דׂי。
⺬の鸵ّطتの䢥期の䓪能、㱦⪒䓪の⟊錞は、シّطتのシ׆
䓪؅婊定した☔の鞊♳になります。☪後׵僃二の邮⿁؜タٞء
の⫂㳊؅吾鋀し、嚀㉺の䷚꤃の可能י⪑り、☼喋の׻鞲乢に׷
䓪にיַחの敯媲؅縒䜡しיシّطتの啶䡗؅しַ׈דׂי。

●充分な知識と経験を持った人が取扱ってください。
㏆竊狜妳は、⹦䣽ַ؅鏰りますכ☔骰׫の⷇㲹׷靸榤׫の䮇㲹
؅䦙きます。また、洠狜⹕צ狜妳㏆嚀㉺は榤哅嚀危榫鼧⿁כし
׷榫した嚀危٬逷糋の磝玮✳؅׿א、のでֵり׵た׿׈設銶י
操作、ْ ンػطンتなלは⩗⮆な湳閁כ磬꽦؅䧏זた☔が车ז
。ַ׈דׂי

●安全を確認するまでは、機械装置の取扱い、機器の取外
しを絶対に行わないでください。
٬嚀㉺٬逷糋の憠吾׷丝⤓侇には、ؓ ク٭ؙٖزタの蛽┖ꡔ塛⭚
糋׷倽颦ꡔ塛⭚糋なלがな؅כ׆׾ַי׿׈澬鏀し׼־י
车ַ׈דׂיז。
٬嚀㉺؅⹦㛙すכきは、蛽┖٬倽颦ꡔ塛⭚糋がなכ׆׾ַי׿׈
؅澬鏀した┕で、シ׫ّطتの電源؅鹃了し、シّطت⫂の㏆
竊狜妳؅䪶出し׼־י车ַ׈דׂיז。
٬嚀危٬逷糋؅⫋颯Ⳃす׾㕙⺬は、괊צ出しꡔ塛⭚糋がなי׿׈
。ַ׈דׂיז车י؅澬鏀の┕、注䙫しכ׆׾ַ

●ここに掲載されている製品は、主に一般産業用にご使用
いただくものです。次に示す条件や環境でご使用になる
場合は、安全対策へのご配慮をいただくとともに、予め
当社にご相談ください。
٬伺鋗׾ַי׿׈☼喋♓㛙の兢♭׷梪㗞、㷑㛙での✳榫。
٬⸉㯸力、ꇠ鷹、芑狜嚀、髪┸、芷芮、⵳殴嚀㉺、굁乢׷괏乢に鉴׿
٭ٝه٬زش榫クٚتٝو、秴䓦鹃了㍑饟׷嚀㉺、㥇哧嚀㉺׾
。の✳榫׫の㱦⪒嚀㉺ל㍑饟な؞
٬☔骰׷靸榤に㛻きな䏅ꮶが◀䘶׿׈、攐に㱦⪒が釐姲׾׿׈
榫鵍׫の✳榫。⹦䣽ַ؅鏰זた㕙⺬、☔が墄◥またはꄆ⥏؅靷
ֹ⷇ꣅが切鳠しי榟כ׆׾׋が䘶定׾׿׈㕙⺬。

保証および免責事項
１、保証
➀保証期間中に当社の責任により故障が生じた場合、製
品の代替品若しくは必要な交換部品の無償提供、また
は当社での無償修理を行わせていただきます。

➁当社製品の保証期間は、使用開始から１年または納入
後１年�か月の、いずれか早く到来する期間です。但し、
製品によっては耐久回数や摺動距離などを定めている
場合がありますので、詳細は、当社お客様相談センター
（カスタマーサポートセンター）にお問い合わせくださ
い。

➂真空パッドは消耗部品であるため、使用開始から１年
の保証期間を適用できず、保証期間は納入後１年とな
ります。但し、保証期間内であっても、ゴム材質の劣
化または真空パッドを使用したことによる摩耗が原因
の場合は、保証の適用範囲外となります。

２、免責事項
➀次の項目に該当する場合は、保証の適用範囲から除外
させていただきます。
・カタログまたは仕様書に記載されている仕様の範囲外
で使用された場合。
・故障の原因が、当該製品以外の事由による場合。
・当社が関わっていない改造または修理が原因の場合。
・納入当時の技術上の知見では予見できない事由に起因
する場合。
・天災、災害、第三者による行為、お客様の故意または過
失など、当社の責任でない原因による場合。

➁保証とは、製品単体の保証を意味するものであり、製
品の故障により誘発される損害については除外させて
いただきます。
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。了䤔くださいׇ״׋しに、仕様を㚺催する場合がありますので、あらかם⼔◀
✳榫亠嫎٬嫰䙫◄ꯁにחいては、䌃炘؜タロצ┾ءに⹦䣽鐄伺傴をׇ確認ください。
硯期にחいてはت؜タُーサポートセンターֽ׫ゖい合わせください。



https://convum.co.jp/
本社所在地 ֆ��-���� 典◹齉大榹⵱下╖㯸 �--�

TEL：��-���-���　FA9：��-���-���

カスタマーサポートセンター（技術相談はこちらへ）

　　   ����-������
ムفンؤـؗؠンب

氦车　䇗僖仼
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